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開
会
式
～
仕
事
初
め
の
儀
～

公
開
制
作
開
始

　8
月
18
日（
火
）に
、井
波
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
会
式
が
行
わ
れ
、国
内
外
の
招

待
作
家
が
一
堂
に
会
し
、13
日
間
に
わ
た
る

キ
ャ
ン
プ
の
開
会
を
華
々
し
く
祝
福（
写
真

①
）。　19

日（
水
）は
、井
波
別
院
瑞
泉
寺
の
太
子

堂
前
に
お
い
て「
仕
事
初
め
の
儀
」を
挙
行
。

「
井
波
木
遣
り
の
会
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
木

遣
り
歌
に
あ
わ
せ
、太
子
堂
前
に
曳
か
れ
て

き
た
原
木
に
対
し
て「
仮
止
め
」、「
よ
き
ば

つ
り
」、「
ノ
ミ
入
れ
」の
儀
式
が
執
り
行
わ

れ
、期
間
中
の
安
全
と
作
品
の
無
事
完
成
を

祈
願（
写
真
②
）。そ
の
後
、招
待
作
家
は
そ

れ
ぞ
れ
の
制
作
テ
ン
ト
に
分
か
れ
て
大
き

な
原
木
と
対
峙
し
、28
日（
金
）ま
で
の
公
開

制
作
に
取
り
か
か
り
ま
し
た（
写
真
③
）。

に
ぎ
わ
う
会
場
内

　
公
開
制
作
期
間
中
、「
絵
を
描
く
コ
ン
ク

ー
ル
」が
行
わ
れ
、対
象
と
な
る
幼
児
か
ら

中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
家
族
連
れ

で
会
場
を
訪
問
。作
家
と
の
交
流
を
楽
し
み

つ
つ
、各
国
の
文
化
が
薫
る
作
品
の
制
作
を

間
近
に
眺
め
な
が
ら
、懸
命
に
写
生
に
打
ち

込
む
姿
が
、あ
ち
こ
ち
で
見
受
け
ら
れ
ま
し

た（
写
真
④
）。ま
た
、連
日
、大
勢
の
来
場
者

が
制
作
会
場
を
訪
れ
、世
界
屈
指
の
匠
の
技

を
間
近
に
見
物
。気
軽
に
作
家
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
り
、通
訳
を
介

し
て
作
品
の
制
作
意
図
を
尋
ね
る
な
ど
、思

い
思
い
の
ス
タ
イ
ル
で
四
年
に
一
度
の
木

彫
刻
の
祭
典
を
楽
し
み
ま
し
た（
写
真
⑤
）。

ま
た
、イ
ベ
ン
ト
の
運
営
に
多
数
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
。地
元
中
学
生
の
会
場
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
、通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

期
間
中
2
0
0
0
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
活
躍
し
ま
し
た（
写
真
⑥
）。

世
界
を
つ
な
ぐ
大
き
な
輪

～
６
２
５
の
こ
だ
ま
～

　
23
日（
日
）に
は
、会
場
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
部

分
に
キ
ャ
ン
プ
公
式
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ

ン
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
記
念
碑
が
設
置
さ

れ
、周
囲
の
花
々
と
と
も
に
キ
ャ
ン
プ
に
彩

り
を
添
え
ま
し
た（
写
真
⑦
）。

　
ま
た
、市
内
小
学
校
高
学
年
の
児
童
ら
が

十
二
支
の
絵
を
描
い
た
木
の
珠「
こ
だ
ま
」

と
、招
待
作
家
が
デ
ザ
イ
ン
し
彩
色
し
た
一

回
り
大
き
な
木
の
珠「
お
や
だ
ま
」を
、井
波

開
町
以
来
の
年
数
に
ち
な
ん
で
一
本
の
ロ

ー
プ
で
つ
な
い
だ「
6
2
5
の
こ
だ
ま
」。井

波
小
学
校
5
・
6
年
生
の
児
童
75
名
と
、招

待
作
家
や
片
岡
鶴
太
郎
さ
ん
ら
も
参
加
し

　
～
木
彫
り
を
通
し
て
世
界
を
つ
な
ぐ
～

　井
波
彫
刻
発
祥
の
地
で
世
界
12
カ
国
の
彫
刻
家
、団
体
が
木
彫
刻
作
品
を
公
開
制
作

　平
成
3
年（
1
9
9
1
年
）、旧
井
波
町
の
開
町
6
0
0
年
を
機
に
開
催
さ
れ
た「
い
な
み

国
際
木
彫
刻
キ
ャ
ン
プ
」。以
降
4
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
、実
に
24
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、国

内
外
か
ら
作
家
を
招
き
、屋
外
で
の
木
彫
刻
作
品
公
開
制
作
を
通
し
て
国
際
交
流
、文
化
交

流
の
輪
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　今
回
の「
南
砺
市
い
な
み
国
際
木
彫
刻
キ
ャ
ン
プ
2
0
1
5
」は
、数
え
る
こ
と
7
回
目
の

開
催
。海
外
11
カ
国
か
ら
11
名
、国
内・県
内
か
ら
4
名
の
作
家
を
招
き
、地
元
か
ら
2
団
体

1
7
5
名
が
参
加
。井
波
彫
刻
発
祥
の
地
で
あ
る
井
波
別
院
瑞
泉
寺
を
舞
台
に
、各
国
の
民

族
、伝
統
、文
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
木
彫
刻
作
品
の
公
開
制
作
に
臨
み
ま
し
た
。

南
砺
市
い
な
み
国
際
木
彫
刻
キ
ャ
ン
プ

①

②

③

⑦
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て
つ
な
が
れ
た
長
さ
6
0.
4
m
の
世
界
一

大
き
な
輪
は
、本
町
通
り
か
ら
瑞
泉
寺
ま
で

運
ば
れ
、期
間
中
、本
堂
に
飾
ら
れ
て
訪
れ

る
方
々
に「
木
彫
刻
の
ま
ち
井
波
」を
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た（
写
真
⑧
、⑨
、⑩
）。

木
彫
り
を
通
し
て
　
　

　
　
　
世
界
を
つ
な
ぐ

　
公
開
制
作
も
い
よ
い
よ
終
盤
、ト
ル
コ
か

ら
の
招
待
作
家
ア
イ
ラ
さ
ん
の
作
品「
夢
の

塔
」に
は
、「
平
和
の
シ
ン
ボ
ル『
つ
る
』を
こ

の
作
品
に
描
い
て
く
だ
さ
い
。平
和
の
た
め

に
！
」と
呼
び
掛
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
掲
示

さ
れ
、来
場
者
が
作
品
に「
つ
る
」を
描
き
、作

品
の
制
作
に
参
加（
写
真
⑪
）。さ
ら
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
招
待
作
家
マ
ー
カ
ス
さ

ん
の
制
作
作
品
の
仕
上
げ
作
業
を
他
の
作
家

が
フ
ォ
ロ
ー
す
る
な
ど
、初
回
か
ら
一
貫
し

て
変
わ
る
こ
と
の
な
い
テ
ー
マ「
木
彫
り
を

通
し
て
世
界
を
つ
な
ぐ
」を
感
じ
さ
せ
る
名

場
面
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た（
写
真
⑫
）。

チ
ル
ア
ウ
ト･

イ
ン
閑
乗
寺

祈
り･

炎
の
祭
典

　
29
日（
土
）の
夜
、第
1
回
か
ら
第
3
回
の

木
彫
刻
キ
ャ
ン
プ
で
制
作
さ
れ
た
作
品
の

う
ち
、屋
外
展
示
で
長
き
に
わ
た
る
風
雪
に

耐
え
忍
び
な
が
ら
も
近
年
に
な
り
傷
み
の

激
し
く
な
っ
て
き
た
8
作
品
が
、感
謝
の
祈

り
と
多
彩
な
音
楽
、燃
え
上
が
る
炎
で
天
に

お
く
ら
れ
る
行
事
に
招
待
作
家
も
参
加
。最

終
日
前
夜
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
み
ま
し
た

（
写
真
⑬
、⑭
）。

瑞
泉
寺
本
堂
で

�

感
動
の
閉
会
式

　
最
終
日
に
行
わ
れ
た
閉
会
式
で
は
、招
待

作
家
が
一
人
ず
つ
ス
テ
ー
ジ
に
登
壇
し
ス
ピ

ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。「
完
璧
な
制
作
環
境
に

感
謝
！
」、「
し
あ
わ
せ
な
13
日
間
を
あ
り
が

と
う
」、「
皆
さ
ん
の
奥
ゆ
か
し
さ
を
忘
れ
な

い
」、「
美
し
い
追
憶
、心
に
刻
ま
れ
る
素
敵
な

思
い
出
を
あ
り
が
と
う
」、「
私
た
ち
の
作
品

と
思
い
出
が
み
な
さ
ん
の
心
に
ず
っ
と
残
り

ま
す
よ
う
に
」な
ど
、ど
の
ス
ピ
ー
チ
も
感
謝

の
言
葉
に
あ
ふ
れ
、一
人
ひ
と
り
の
ス
ピ
ー

チ
の
た
び
に
会
場
か
ら
は
惜
し
み
の
な
い
拍

手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た（
写
真
⑮
）。

　
最
後
に
田
中
市
長
が
、「
第
一
回
か
ら
続

く『
木
彫
り
を
通
し
て
世
界
を
つ
な
ぐ
』と

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、新
た
な
交
流
の
輪
が

広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
思
い
を
一
つ
に
世
界
を
つ
な

ぐ
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
。ま
た
4
年
後
に

会
い
ま
し
ょ
う
！
」と
御
礼
の
あ
い
さ
つ
を

し
、感
動
い
っ
ぱ
い
の
全
日
程
に
幕
が
下
ろ

さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　

　�

南
砺
市
い
な
み
国
際
木
彫
刻
キ
ャ
ン
プ

　実
行
委
員
会 

事
務
局

　︵井
波
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
︶��

☎

5
8
8
5

　ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

http://inam
i-cam

p.city.nanto.toyam
a.jp

⑤
④

⑨

⑬
⑩

⑫
⑪

⑧

⑮
⑥

⑭
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お
二
人
は
、事
前
に「
な
ん
バ
ス
回
数
券
」

を
購
入
さ
れ
て
い
た
の
で
、主
要
地
方
道
金

沢
井
波
線
バ
ス
の
乗
車
に
つ
い
て
は
大
人
一

人
あ
た
り
片
道
2
0
0
円
、こ
ど
も
は
半
額

の
片
道
1
0
0
円
ず
つ
、合
計
6
0
0
円
も

お
得
に
乗
車
。兼
六
園
入
場
に
つ
い
て
も
65

歳
以
上
の
方
は「
無
料
」と
い
う
こ
と
で
、余

裕
を
持
っ
た
日
程
で
お
得
に
、気
軽
な
金
沢

観
光
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。感
想
を
伺
う
と
、

た
ま
き
さ
ん
は「
思
っ
た
よ
り
も
手
軽
に
使

え
て
便
利
で
す
ね
。お
友
だ
ち
と
ま
た
来
た

い
で
す
」と
話
さ
れ
、呼
夏
さ
ん
は「
金
沢
駅

周
辺
に
色
ん
な
も
の
が
あ
る
の
で
、駅
に
来

る
だ
け
で
も
楽
し
い
」と
笑
顔
で
答
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
主
要
地
方
道
金
沢
井
波
線
バ
ス
か
ら
降

車
の
際
に
、な
ん
バ
ス
回
数
券
1
枚
と
現
金

4
5
0
円
を
運
賃
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

（
往
復
：
9
0
0
円
+
な
ん
バ
ス
回
数
券
2
枚
）

　
金
沢
駅
か
ら
金
沢
市
内
の
観
光
地
巡
り

に
は「
城
下
ま
ち
金
沢
周
遊
バ
ス
」や「
兼
六

園
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」が
便
利
で
す
。城
下
ま

ち
金
沢
周
遊
バ
ス
の
1
日
フ
リ
ー
乗
車
券

（
5
0
0
円
、兼
六
園
シ
ャ
ト
ル
も
乗
車
可

能
）は
、金
沢
駅
東
口
⑦
番
の
り
ば
近
く
の

「
北
鉄
グ
ル
ー
プ
案
内
所
」か
、周
遊
バ
ス
の

車
内
で
購
入
で
き
ま
す
。

【
当
日
の
行
程
】

10
時
05
分

　
　
　城
端
駅
前
発

　
　
　「
主
要
地
方
道
金
沢

　
　
　井
波
線
バ
ス
」乗
車

10
時
46
分

　
　
　「
若
松
」着
、
降
車

10
時
47
分

　
　
　「
若
松
」発
北
鉄
バ
ス
で
兼
六
園
へ

10
時
56
分

　
　
　「
兼
六
園
下
・
金
沢
城
」着

　
　
　
　
　日
本
三
大
庭
園
の
一つ
兼
六
園
を
散
策

　
　
　
　
　�

兼
六
園
周
辺
の
お
食
事
処（
和
食
と
和
カ
フ
ェ「
さ
く
ら
茶
屋
」）で
昼
食

13
時
00
分

　
　
　石
川
県
観
光
物
産
館
内
で

　
　
　
　和
菓
子
手
づ
く
り
体
験

　
　
　
　
　

�

体
験
で
も
ら
っ
た
5
0
0
円
の
買
物
券

で
お
み
や
げ
探
し

14
時
06
分

　
　
　観
光
物
産
館
前
発
の

　
　
　「
兼
六
園
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」に
乗
車

14
時
25
分

　
　
　金
沢
駅
到
着

　
　
　鼓
門
や
駅
構
内
、

　
　
　新
幹
線
ホ
ー
ム
を
見
学

　
　
　
　
　�

駅
内
で
家
族
や
親
戚
、ご
友
人
へ
の
お
土
産

を
購
入

15
時
25
分

　
　
　金
沢
駅
西
口
2
番
の
り
ば
発

　
　
　「
主
要
地
方
道
金
沢
井
波
線
バ
ス
」乗
車

16
時
30
分

　
　
　城
端
駅
前
着 　

3
月
か
ら
実
証
実
験
運
行
中
の
「
主
要
地
方
道
金
沢
井
波
線
バ
ス
」
。
8
月
か
ら
は
第
2
期
と
し
て
、

始
発
点
を
城
端
駅
に
か
え
て
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
8
月
31
日
（
月
）
の
夏
休
み
最
終
日
に
、

主
要
地
方
道
金
沢
井
波
線
バ
ス
を
利
用
し
て
お
手
軽
な
金
沢
観
光
を
楽
し
ま
れ
た
蓑
谷
地
区
在
住
の

山
田
た
ま
き
さ
ん
と
孫
の
呼
夏
さ
ん
（
小
5
）
の
小
旅
行
に
同
行
し
ま
し
た
。

笑
顔
で
出
発
！

金
沢
お
手
軽
観
光
コ
ー
ス
に
か
か
る
移
動
費（
大
人
1
人
分
）

主
要
地
方
道
金
沢
井
波
線
バ
ス
で

　金
沢
へ
の
お
手
軽
観
光
は
い
か
が
で
す
か
？

※
兼
六
園
等
の
入
場
料
は
別
途
必
要
で
す

①「
現
金
1
，4
0
0
円
」

　
　
　
　
　
＋

②「
な
ん
バ
ス（
南
砺
市
営
バ
ス
）回
数
券
2
枚
」

           

「
金
沢
お
手
軽
観
光
コ
ー
ス
」

お
孫
さ
ん
と

一
緒
に

（
兼
六
園
周
辺
〜
駅
周
辺
）

二人で
　いけるかな

…

ちょっと心配
。
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城
端
線
で
新
高
岡
駅
、北
陸
新
幹
線
で
金

沢
に
向
か
い
、街
な
か
観
光
を
楽
し
ん
だ
あ

と
は
、主
要
地
方
道
金
沢
井
波
線
バ
ス
で
南

砺
市
に
戻
る
と
い
う
コ
ー
ス
で
す
。鉄
道
や

バ
ス
が
好
き
な
お
子
さ
ん
･
お
孫
さ
ん
と
の

お
出
か
け
に
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　
城
端
線
：
5
8
0
円（
城
端
－
新
高
岡
）、北

陸
新
幹
線（
普
通
車
自
由
席
・
新
高
岡
－
金

沢
）：
1
，5
3
0
円
、城
下
ま
ち
金
沢
周
遊
バ

ス
1
日
フ
リ
ー
乗
車
券
：
5
0
0
円
、主
要
地

報
道
金
沢
井
波
線
バ
ス
：
4
5
0
円

　
主
要
地
方
道
金
沢
井
波
線
バ
ス
は
運
行
当

初
か
ら
比
べ
る
と
徐
々
に
乗
車
率
が
上
が
っ

て
い
ま
す
が
、採
算
ラ
イ
ン
に
は
ま
だ
届
い

て
い
な
い
状
況
で
す
。ご
家
族
、ご
友
人
と
の

小
旅
行
な
ど
、気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、利

用
実
績
を
伸
ば
し
て
本
格
運
行
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご

乗
車
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

【
当
日
の
行
程
】

10
時
05
分

　
　
　城
端
駅
前
発

　
　
　「
主
要
地
方
道
金
沢

　
　
　井
波
線
バ
ス
」乗
車

10
時
46
分

　
　
　「
若
松
」着
、
降
車

10
時
47
分

　
　
　「
若
松
」発
北
鉄
バ
ス
で
兼
六
園
へ

10
時
56
分

　
　
　「
兼
六
園
下
・
金
沢
城
」着

　
　
　
　
　日
本
三
大
庭
園
の
一つ
兼
六
園
を
散
策

　
　
　
　
　�

兼
六
園
周
辺
の
お
食
事
処（
和
食
と
和
カ
フ
ェ「
さ
く
ら
茶
屋
」）で
昼
食

13
時
00
分

　
　
　石
川
県
観
光
物
産
館
内
で

　
　
　
　和
菓
子
手
づ
く
り
体
験

　
　
　
　
　

�

体
験
で
も
ら
っ
た
5
0
0
円
の
買
物
券

で
お
み
や
げ
探
し

14
時
06
分

　
　
　観
光
物
産
館
前
発
の

　
　
　「
兼
六
園
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」に
乗
車

14
時
25
分

　
　
　金
沢
駅
到
着

　
　
　鼓
門
や
駅
構
内
、

　
　
　新
幹
線
ホ
ー
ム
を
見
学

　
　
　
　
　�

駅
内
で
家
族
や
親
戚
、ご
友
人
へ
の
お
土
産

を
購
入

15
時
25
分

　
　
　金
沢
駅
西
口
2
番
の
り
ば
発

　
　
　「
主
要
地
方
道
金
沢
井
波
線
バ
ス
」乗
車

16
時
30
分

　
　
　城
端
駅
前
着

金
沢
城
公
園

　
加
賀
百
万
石
の
い

し
ず
え
を
築
い
た
前

田
家
の
居
城
。
石
川

門
と
三
十
間
長
屋
は

江
戸
期
の
す
が
た
を

今
に
留
め
る
国
の
重

要
文
化
財
。
菱ひ

し

櫓や
ぐ
ら
や

五
十
間
長
屋
、
橋
爪

門
続
櫓
な
ど
、
古
文
書
や
絵
図
を
も
と
に
忠
実

に
復
元
さ
れ
た
城
郭
建
築
物
の
見
事
な
景
観
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

金
沢
21
世
紀
美
術
館

　「
ま
ち
に
開
か
れ
た
公
園
の
よ
う
な
美
術
館
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
建
設
さ
れ
た
美
術
館
。
交
流
ゾ

ー
ン
は
無
料
で
観
覧
可
能
、
気
軽
に
楽
し
め
る

美
術
館
と
し
て
観
光
名
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

近
江
町
市
場

　「
金
沢
の
台
所
」。
新

鮮
で
美
味
し
い
魚
介
類

な
ど
が
販
売
さ
れ
て
お

り
、
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー

の
お
食
事
処
も
多
く
、

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
活
気

あ
ふ
れ
る
市
場
で
す
。

橋
場
町（
ひ
が
し･

主
計
町
茶
屋
街
）

　
浅
野
川
の
ほ
と
り
に
あ

る
昔
な
が
ら
の
面
影
の
残

る
茶
屋
街
。
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
に
も

指
定
さ
れ
て
い
る
風
情
溢

れ
る
景
観
が
旅
情
を
か
き

た
て
ま
す
。

城
端
線
・
北
陸
新
幹
線
・
主
要
地
方
道
金
沢
井
波
線
バ
ス
体
験
コ
ー
ス 

・
大
人
1
人
分
の
移
動
費

①「
現
金
3
，0
6
0
円
」

　
　
　
　
　
＋

②「
な
ん
バ
ス（
南
砺
市
営
バ
ス
）回
数
券
1
枚
」

金
沢
の 

オ
ス
ス
メ 

観
光 

ス
ポ
ッ
ト

追
加
提
案

プ
ラ
ン

問
い
合
わ
せ

　地
方
創
生
推
進
課 

交
通
政
策
係
︵
福
野
庁
舎
︶

　☎

2
0
5
2

やった、思っ
たより

楽ちんで簡単
だった！

　また行こう
ね！

写
真
提
供
：
金
沢
市
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こ
の
衝
撃
的
な
タ
イ
ト
ル
は
、平
成
25
年
3
月
、国
立
社

会
保
障
･
人
口
問
題
研
究
所（
社
人
研
）が
発
表
し
た
全
国

の
市
区
町
村
の
人
口
推
計
に
よ
る
も
の
で
す
。こ
の
推
計
で

は
、南
砺
市
の
人
口
は
、2
0
4
0
年（
25
年
後
）に
、現
在
の

人
口
の
6
割
と
な
る
3
4
，8
5
9
人
に
な
る
と
発
表
さ
れ

て
お
り
、2
0
6
0
年（
45
年
後
）に
は
、現
人
口
の
約
4
割
、

2
3
，5
5
4
人
ま
で
減
少
す
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、20
〜
39
歳
の
女
性
の
人
口
が
一
定
割
合
よ
り
下
回

る
と
、人
口
が
一
気
に
減
少
し
て
自
治
体
経
営
が
破
綻
し
、

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、昨
年
5
月
に

民
間
研
究
機
関「
日
本
創
成
会
議
」に
お
い
て
、本
市
を
含

め
た
全
国
市
区
町
村
の
う
ち
約
半
数
に
あ
た
る
8
9
6
自

治
体
を「
消
滅
可
能
性
都
市
」と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

若
い
世
代
の
流
出
に
よ
る

社
会
減
の
状
況

　
人
口
変
動
の
大
き
な
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、男

女
と
も
に
大
学
進
学
や
就
職
時
の
転
出
で
す
。

　
そ
れ
ら
を
機
に
転
出
し
た
方
々
の
多
く
が
南
砺
市
に

戻
ら
ず
、そ
の
ま
ま
市
外
に
定
住
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

54,722
60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

31,259

42,126

17,02811,755

11,232 6,435

2010年

65,113

1990年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

18,604

5,687

18,774

合計 0～14歳 15～64歳 65歳以上

5,013

18,190

4,367

17,163

3,823
16,035

3,427

15,314

3,126
14,351
2,854

13,183
2,562 2,262

11,848
1,988
10,626

27,162
24,428

22,302 20,503 18,712
16,418 14,502 13,042 11,975 10,940

51,453
45,215

44,859
41,489

38,174
34,859

51,707
28,787

26,085
23,554

少子化による年少人口の減少

生産年齢人口の急速な減少

老年者人口も2020年を境に減少

社人研推計
2040年　34,859人（現在の約6割）
2060年　23,554人（現在の約4割）

人
口（
人
）

南砺市の人口推計

～ ～

【グラフから読み取れる
� 統計データ】
・�市全体の子ども（0歳～14歳）
の1学年あたりの平均人数

　　1990年	 749人
　　　▼
　　2010年	 439人
　　　▼
　　2040年	 208人	
　　　▼
　　2060年	 133人

・高齢化率（全人口に絞める
　65歳以上の割合）
　　1990年	 8％
　　　▼
　　2010年	 31％
　　　▼
　　2040年	 44％
　　　▼
　　2060年	 45％

2
0
6
0
年（
45
年
後
）、

南
砺
市
の
人
口
は
現
在
の
半
分
以
下
に
な
る
!!

「
消
滅
可
能
性
都
市
」の
回
避
に
向
け
た

　南
砺
市
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
概
要
に
つ
い
て

【若年層の人口の一例】
　2000年
　　　15～19歳（男）
　　　　　1,586人

　2005年
　　　20～24歳（男）
　　　　　1,246人

　2010年
　　　25～29歳（男）
　　　　　1,265人

5
年
後

5
年
後

県内市町村の
20〜39歳の女性の
2010年→2040年
人口変化率（推計）
ワースト5

1　朝日町　−65.8％
2　南砺市　−61.0％
3　氷見市　−57.2％
4　小矢部市−54.8％
５　上市町　−51.9％

6
2015.10



人
口
減
少
に
よ
り

影
響
が
及
ぶ
と
予
想
さ
れ
る
こ
と

 
地
域
生
活
へ
の
影
響

　�

物
販
・
サ
ー
ビ
ス
店
舗
の
撤
退
、地
域
の
担
い
手
不
足
、

空
き
家
の
増
加

 

地
域
経
済
へ
の
影
響

　�

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
産
業
の
担
い
手
不
足
、

個
人
消
費
額
の
縮
小

 

財
政
面
で
の
影
響

　�

市
税
収
入
の
減
、高
齢
化
率
の
高
ま
り
に
よ
る
扶
助
費

（
医
療
、介
護
、老
人
福
祉
費
な
ど
）の
増
加
な
ど
に
よ
る

財
政
の
硬
直
化

　こ
れ
ら
地
域
社
会
へ
及
ぶ
影
響
を
最
小
限
に
と
ど

め
、こ
れ
か
ら
も
幸
せ
な
南
砺
市
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、こ
の
た
び
市
で
は「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
、

2
0
6
0
年
ま
で
の
目
標
人
口
を
定
め
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
施
策
の
方
向
に
よ
り
、南
砺
市
で

は
、将
来
の
人
口
目
標
を
2
0
6
0
年
に
3
0
，0
0
0
人

と
定
め
た「
南
砺
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
目
標
人
口
を
達
成
す
る
た
め
に
施
策
を
行
う
こ
と
で
、次

に
掲
げ
る
状
態
を
目
指
し
ま
す
。

�

自
然
移
動

　�

合
計
特
殊
出
生
率
の
向
上
と
出
生
数
の
維
持
及
び
高
齢

者
層
の
生
存
率
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

�

社
会
移
動

〔
転

　出
〕
　

�

若
年
層
の
転
出
抑
制
の
た
め
、多
世
代
同
居

を
推
進
し
、結
婚
や
出
生
な
ど
を
機
会
と
し

た
転
出
を
食
い
止
め
ま
す
。

〔
転

　入
〕
　

	

進
学
で
転
出
し
た
若
者
の
U
タ
ー
ン
や
移
住

定
住
促
進
を
行
い
ま
す
。

　
新
た
に
、「
貢
献
市
民
」
登
録
制
度
を
創
設
し
て
、

2
0
6
0�

年
の
目
標
人
数
を
5
，0
0
0�

人
と
し
ま
す
。

�

貢
献
市
民

　
市
内
の
祭
り
･
草
刈
り
･
雪
下
ろ
し
･
イ
ベ
ン
ト
等
へ

協
力
し
て
く
れ
る
方
、里
山
倶
楽
部
会
員
、ふ
る
さ
と
納
税

者
と
い
っ
た
本
市
を
心
に
想
い
、集
い
、実
践
す
る
方
で「
第

二
住
民
票（
仮
称
）」を
交
付
す
る
市
外
在
住
の
方

アンケート調査結果
　まずは、市民へのアンケート調査
を実施。現状分析やいただいたご意
見を基に将来進む方向性を定めまし
た。その内容から特に注目したい内容
について説明します。

【市民アンケート】
　理想の子どもの数：2.66人
　実際の子どもの数：2.19人
　南砺市は住みやすい：70.3％
　南砺市に住みづらいと感じる理由：
　　�交通の便が悪い、買い物環境が不

十分、雪など自然環境が厳しい

【通勤者アンケート】
　�南砺市の移住･定住推進施策の取
り組みについて知らない　95％
　南砺市の魅力：
　　�豊かな自然、五箇山に世界遺産
がある

【転出者アンケート】
　転出先
　　1位：砺波市、2位：富山市
　転出理由
　　1位：結婚など家庭の事情
　　2位：就職･転職

【小中高校生アンケート】
○高校生
　�南砺市に住み続けたいですか
　　�住み続けたい（いずれ帰ってきたい）

� 43.9％
　　他の地域に移りたい� 20.0％
　地域の活動に参加している� 50.7％
○中学生
　将来なっていたらよい南砺市の姿
　（第１位）���子どもがいきいきと暮

らせるまち
　（第2位）���自然が豊かなまち
　地域の活動に参加している　59.2％
○小学生�
　将来なっていたらよい南砺市の姿
　（第1位）���自然が豊かなまち
　（第2位）���子どもがいきいきと暮

らせるまち
　地域の活動に参加している　73.2％

　
南
砺
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要

　
　
・
目
標
人
口
は
、2
0
6
0
年
に
3
0
，0
0
0
人

　
　
・
貢
献
市
民
登
録
制
度
を
創
設 

2
0
6
0
年
に
5
，0
0
0
人
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南 砺 幸 せ な ま ち づ く り 創 生　 　総 合 戦 略 の 概 要

問い合わせ 地方創生推進課　地方創生推進係（福野庁舎）
 TEL ２３－２００２    　FAX ２２－１１６９

平成27年度〜平成31年度の5年間の
事業数合計９４事業
概算事業費合計３４億１６０万円

基本目標２ 　多様な仕事を育む地域課題解決のまち創造
� 「やりたいこと」が「できる」地域を実現する。

①起業・コミュニティビジネス支援と就業支援
　・奨学金を活用した大学生等の地元企業就職促進事業など� 10事業� 3億3,250万円�
②企業誘致の推進と新たなビジネスを支える地域創生ファンドの組成
　・南砺自然エネルギーファンドなど� 2事業� 2,380万円�
③南砺版エコノミックガーデニングの構築
　・企業立地奨励事業小規模事業者応援制度など� 3事業� 1億5,050万円�
④クリエイターの集積による新たな魅力の創造
　・テレワーク導入推進事業など� 3事業� 8,500万円�
⑤五箇山＆南砺ブランド商品の開発と販売促進
　・南砺ブランド商品開発支援など� 3事業� 8,590万円�
⑥職人育成と伝統工芸の維持
　・伝統的工芸品後継者育成支援事業など� 3事業� 3,430万円�

基本目標４ 文化･芸術･景観･ひとが紡ぐ交流のまち創造
� ひとと出会い、ひとと深くつながるまちを実現する。

①移住定住施策の推進
　・定住促進雇用対策事業など� 7事業� 2億9,490万円�
②市民がつながり、交流する仕組みづくりの支援
　・南砺版求人バンクで地域活性化など� 3事業� 600万円�
③交流観光の推進
　・コンベンション支援事業など� 8事業� 8,440万円�
④貢献市民の拡大
　・貢献市民登録制度など� 2事業� 2,500万円�
⑤「文化芸術創造都市」としての魅力をさらに高める
　・TOGA国際芸術村を核としたクリエイティブビレッジ構想� 1事業� 2億2,000万円�
⑥高校、高専、大学、大学院、民間企業などとの連携の拡充
　・官学、官民連携事業など� 2事業� 2,280万円�

　南砺市が誕生して10年。豊かな自然や優れた伝統文化、生活習慣、人、食など、世界に誇れるものがたくさんある中で、 人口減少や少子化、高齢化の進行による地域経済の縮小や地域社会の維持を困難にするといった課題が山積しています。
　本市では、これらの課題に対し、「ひと」を増やし、「ひと」が「しごと」をつくり、「まち」をつくるという好循環を実現する ことで人口ビジョンの将来目標人口を達成しようと、平成２７年度から平成３１年度を計画期間とした「南砺幸せなまちづくり
創生総合戦略」を策定いたしましたので、その概要をお伝えします。
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南 砺 幸 せ な ま ち づ く り 創 生　 

　次の世代へ、このふるさとをきちんとつないで行けるよう、南砺市に集うすべての皆さんが誇りと
自信と希望を持って、総力戦で取り組んでいきましょう。
　詳しい内容は、市ホームページ または 各行政センター情報公開コーナーでご覧ください。

基本目標１ 心豊かな「結」と「土徳」のまち創造
� 心豊かで安心して暮らすことができる社会を実現する。

①若者の結婚活動を支援
　・あなたと私を結ぶ赤い糸プロジェクトなど� 2事業� 4,950万円�
②妊娠､出産､子育てに切れ目のない総合的な支援
　・南砺市型「ネウボラ」推進事業など� 12事業� 11億3,540万円�
③高齢者を地域全体で見守る体制づくりを支援
　・三世代同居奨励金及び推進リフォーム助成事業など� 4事業� 1億5,610万円�
④平均寿命と健康寿命を延伸
　・あなたのからだをナビゲート事業� 1事業� 950万円�
⑤南砺を想う子どもを育む
　・学校間をつなぐ遠隔協働学習など� 4事業� 9,720万円�
⑥暮らしやすさを実感できる地域の創造
　・なんバスで暮らそう事業など� 3事業� 520万円�

基本目標３ 南砺版エコビレッジによる新しいライフスタイルのまち創造
	 地域資源を活用・循環させワクワクする「懐かしい未来」を実現する。

①コミュニティビジネスの支援と笑顔あふれる豊かな地域の創造
　・総合型自治振興会強化プランなど� 4事業� 4,630万円�
②木質バイオマスエネルギー等の活用
　・再生可能エネルギー推進事業など� 3事業� 4,950万円�
③地産地消推進による食の自給率向上
　・農産物直売所５億円産業化など� 3事業� 2,020万円�
④南砺の農林水産業の維持と新たな挑戦
　・6次産業起業支援融資事業など� 7事業� 4億5,260万円�
⑤森里川海のつながりでいのち湧く地域の形成
　・自然環境保全活動推進事業など� 2事業� 200万円�
⑥公共施設再編計画の実現
　・小さな拠点「山の駅」事業など� 2事業� 1,300万円�

　南砺市が誕生して10年。豊かな自然や優れた伝統文化、生活習慣、人、食など、世界に誇れるものがたくさんある中で、 人口減少や少子化、高齢化の進行による地域経済の縮小や地域社会の維持を困難にするといった課題が山積しています。
　本市では、これらの課題に対し、「ひと」を増やし、「ひと」が「しごと」をつくり、「まち」をつくるという好循環を実現する ことで人口ビジョンの将来目標人口を達成しようと、平成２７年度から平成３１年度を計画期間とした「南砺幸せなまちづくり
創生総合戦略」を策定いたしましたので、その概要をお伝えします。
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勉
強
会
で
学
ん
だ

�

南
砺
市
の
現
状

①
人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
る

　�

人
口
減
少
状
況
と
そ
れ
に
伴
う
弊
害（
税
収
の
減
少
、産

業
の
衰
退
、土
地
の
荒
廃
な
ど
）

②
高
齢
者
の
割
合
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
る

　�

全
国
よ
り
20
年
、県
よ
り
も
5
年
早
い
高
齢
化
の
状
況

③
ま
ち
か
ら
お
店
が
消
え
て
い
く

　�

地
元
で
の
消
費
減
に
よ
る
個
人
商
店
等
の
閉
店
、農
協

の
店
舗
・
ス
タ
ン
ド
の
廃
止
な
ど

④
J
R
城
端
線
や
市
営
バ
ス
の
利
用
が
少
な
い

　�

自
動
車
利
用
者
の
増
加
や
少
子
化
に
よ
る
通
学
利
用
者

の
減
少
、廃
線
・
減
便
に
よ
る
利
便
性
低
下
の
懸
念

⑤
も
っ
と
森
を
活
か
そ
う
、利
用
し
よ
う

　�

市
の
面
積
の
約
8
割
を
占
め
る
森
林
が
荒
れ
、資
源
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
な
い

⑥�

北
陸
新
幹
線
や
南
砺
ス
マ
ー
ト
I
C
で
南
砺
を
元
気

に
し
た
い

　�

1
0
0
年
に
一
度
の
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
！
近
隣
観
光
地

と
連
携
を
図
り
交
流
観
光
を
推
進

 

市
内
見
学
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、

�

聞
い
た
こ
と

①�（
一
社
）m
o
r
i
b
i
o
森
の
暮
ら
し
研
究
所
：

　江
尻
美
佐
子
さ
ん

　�

森
と
と
も
に
し
な
や
か
に
暮
ら
す
生
活
、地
域
資
源
を

大
切
に
し
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
可
能
性
を
追
求

②
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿
園
：
下
田
正
佳
さ
ん

　�
介
護
福
祉
施
設
の
現
状
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
短
期
入
所
事

業
も
含
め
た
高
齢
者
と
地

域
社
会
の
関
わ
り

③
と
な
み
衛
星
通
信
テ
レ
ビ
：

　岩
崎
成
一
さ
ん

　�

高
齢
者
が
使
い
や
す
い
情

報
端
末「
ふ
れ
i
T
V
Ⅱ
」

の
整
備
推
進
に
よ
る
見
守

り
の
強
化
や
安
心
の
提
供

④
千
華
園
：
石
村
修
子
さ
ん

　�

無
農
薬
栽
培
の
食
べ
ら
れ

る
草
花（
エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ

ワ
ー
）な
ど
独
自
性
の
高
い

商
品
展
開
に
よ
る
需
要
の
掘
り
起
こ
し

⑤
桜
ヶ
池
加
工
品
販
売
店
ス
リ
ジ
ェ
：
青
能�

剛
さ
ん

　�

端
物
野
菜
な
ど
消
費
者
に
届
か
な
い
野
菜
を
加
工
販

売
し
、地
域
内
で
資
源
や
経
済
が
循
環
す
る
仕
組
み

づ
く
り

⑥
ク
リ
エ
イ
タ
ー
プ
ラ
ザ
建
設
現
場
：
城
寶
秀
伸
さ
ん

　�

も
の
づ
く
り
産
業
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
た
め
の
オ
フ
ィ

ス
機
能
整
備
、コ
ン
テ
ン
ツ
系
産
業
を
新
た
に
創
出

 

子
ど
も
議
員
の
提
言
内
容

・�

ク
リ
エ
イ
タ
ー
プ
ラ
ザ
と
移
住
促
進
事
業
の
活
用
で
強

い
産
業
と
人
材
を
育
成
し
よ
う

・�

市
の
個
性
や
豊
か
な
自
然
な
ど
を
P
R
し
て
移
住
を
促

進
し
よ
う

・�

若
者
の
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
た
体
験
事
業
で
魅
力
や

楽
し
さ
を
紹
介
し
、
農
業
の
担
い
手
を
育
成
し
よ
う

・�

地
域
の
個
性
や
文
化
を
い
か
し
た
福
祉
施
設
整
備
と
介

護
体
験
の
充
実
で
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

・�

お
年
寄
り
に
は
交
流
会
で
生
き
る
力
を
、
若
者
に
は
市

の
魅
力
に
触
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
郷
土
愛
を
育
も
う

子ども議会市内見学の一場面

第
2
回
南
砺
市
夏
休
み
子
ど
も
議
会 

「
ぼ
く
が
、わ
た
し
が
市
長
だ
っ
た
ら
」

　
子
ど
も
た
ち
に
市
政
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
、将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
、子
ど
も
の
目
線
で
意
見
や
提
案
を
行
う
こ
と
で
市

政
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
の
趣
旨
で
開
催
さ
れ
た「
第
2
回
南
砺
市
夏
休
み
子
ど
も
議
会
」。市
内
小
学
校
5
・
6
年
生
17
人
の
子
ど

も
議
員
た
ち
が
、7
月
31
日（
金
）の
開
会
以
来
、市
の
問
題
と
課
題
に
つ
い
て
の
勉
強
会
や
市
内
見
学
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
と
向
き
合
い
、

「
ぼ
く
が
、わ
た
し
が
市
長
だ
っ
た
ら
」と
い
う
テ
ー
マ
の
作
文
に
ま
と
め
、8
月
28
日（
金
）の
最
終
日
に
、福
光
庁
舎
5
階
の
議
場
で
一
人
ず

つ
発
表
。子
ど
も
議
員
た
ち
の
純
粋
で
大
胆
な
発
想
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
、前
向
き
な
提
案
に
対
し
て
田
中
市
長
が
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。
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・�

文
化
や
名
所
が
分
か
り
や
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
市
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う

・�

市
全
体
を
循
環
型
地
域
に
し
て
、
付
加
価
値
の
高
い
農

産
加
工
品
を
広
く
発
信
で
き
る
支
援
体
制
を
整
え
よ
う

・�
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
や
豊
富
な
木
質
資
源
を
活
か
し
た
商

品
づ
く
り
で
エ
コ
を
広
め
て
人
を
呼
び
込
も
う

・�

「
み
ど
り
の
里
」
南
砺
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ

ン
ト
で
市
や
農
林
業
の
魅
力
を
P
R
し
よ
う

・�

ふ
れ
i
T
V
Ⅱ
の
活
用
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

み
ん
な
が
安
心
し
て
便
利
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
よ
う

・�

「
な
ん
と
で
介
護
の
仕
事
し
て
み
ん
ま
い
け
事
業
」
で

介
護
人
材
の
育
成
と
介
護
環
境
の
充
実
を
図
ろ
う

・�

学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
配
布
に
よ
る
教
育
環
境
の

充
実
と
安
心
安
全
な
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
よ
う

・�

き
れ
い
な
水
や
豊
か
な
自
然
、
空
き
家
や
空
き
地
を
利

用
し
て
商
店
街
を
活
性
化
し
て
便
利
な
地
域
に
し
よ
う

・�

城
端
線
を
直
流
電
化
し
、
J
R
や
あ
い
の
風
鉄
道
の
乗
り

入
れ
を
可
能
に
し
て
公
共
交
通
機
関
を
活
性
化
し
よ
う

・�

介
護
施
設
の
緊
急
時
の
安
全
対
策
を
拡
充
し
て
、
よ
り
安

心
安
全
を
感
じ
て
も
ら
え
る
施
設
づ
く
り
を
目
指
そ
う

・�

ク
リ
エ
イ
タ
ー
プ
ラ
ザ
の
活
用
で
観
光
客
の
増
加
を
図

り
、
次
世
代
を
担
う
人
材
を
育
成
し
よ
う
　
な
ど

 

市
長
答
弁
・
市
の
取
り
組
み

　
一
つ
一
つ
の
提
案
に
対
し
、田
中
市
長
が
答
弁
。

　
提
案
に
関
す
る
現
在
、さ
ら
に
今
後
の
市
の
取
り
組
み

な
ど
を
紹
介
し
、そ
れ
ら
の
制
度
の
活
用
な
ど
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

　
答
弁
で
紹
介
さ
れ
た
制
度
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○�「
南
砺
で
暮
ら
し
ま
せ
ん
か
」と
題
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布
。そ
れ
に
よ
る
移
住
定

住
に
関
す
る
優
遇
策
の
紹
介

○�「
ふ
る
さ
と
教
育
推
進
事
業
」の
実
施
に
よ
る
、ふ
る
さ

と
を
学
び
愛
す
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成

○�「
み
ん
な
で
農
作
業
の
日
」、「
帰
農
塾
」、「
域
学
連
携
事

業
」な
ど
の
農
業
・
農
村
体
験
事
業

○�

要
介
護
者
が
自
宅
で
暮
ら
し
な
が
ら
、日
帰
り
で
利
用

で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
充
実

○�「
高
齢
者
サ
ロ
ン
」を
は
じ
め
、地
域
や
団
体
で
の
三
世

代
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

○�

観
光
P
R
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー「
懐
か
し
き
未
来
へ
の

旅
in
南
砺
」の
制
作
や
雑
誌
等
へ
の
掲
載
を
通
し
た
情

報
と
魅
力
の
発
信

○�

エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
の
推
進
と
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
モ
デ
ル

事
業
に
よ
る
支
援

○�「
自
治
体
特
選
ス
ト
ア
南
砺
」で
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
商
品

の
販
路
拡
大
・
P
R

○�「
花
と
み
ど
り
の
お
も
て
な
し
」の
実
施
。「
全
国
花
の
ま

ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
」で
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

○�
南
砺
産
木
材
を
使
用
し
た
名
札
の
着
用
で
木
質
資
源
の

豊
富
さ
を
ア
ピ
ー
ル

○�「
親
子
」や「
仕
事
」な
ど
テ
ー
マ
を
絞
っ
た「
移
住
体
験

ツ
ア
ー
」の
実
施

○�

介
護
専
門
職
の
確
保
の
た
め
の
育
成
講
座
の
実
施

○�

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
振
興
基
本
条
例
施
行
に
伴

う
助
成
支
援
制
度
の
新
設
・
拡
充

○�

市
の
魅
力
を
全
世
界
に
創
造
発
信
す
る
シ
ン
ボ
ル
拠
点

と
し
て
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
プ
ラ
ザ
の
整
備

○�

94
事
業
か
ら
な
る「
南
砺
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」の
策
定
と
推
進
　
な
ど

　
ま
た
、子
ど
も
議
員
の
提
言
の
中
に
は「
高
校
・
大
学
で

は
地
元
を
離
れ
て
も
、ふ
る
さ
と
南
砺
市
を
想
う
気
持
ち

は
変
わ
り
ま
せ
ん
」、「
道
を
歩
け
ば
土
の
香
り
が
し
、き
れ

い
な
水
の
川
が
た
く
さ
ん
あ
る
。夜
は
ホ
タ
ル
が
飛
び
か

い
、カ
エ
ル
や
虫
が
き
れ
い
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
て
く
れ

る
。そ
ん
な
南
砺
市
の
自
然
が
大
好
き
で
す
」な
ど
、ふ
る

さ
と
南
砺
へ
の
愛
を
感
じ
さ
せ
る
言
葉
が
あ
ふ
れ
、答
弁

に
立
つ
田
中
市
長
は
、そ
の
想
い
に
感
謝
の
意
を
表
し
つ

つ
、「
素
晴
ら
し
い
言
葉
を
選
び
、丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ
た

意
見
や
提
言
ば
か
り
で
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
南
砺
へ
の
思
い
が
伝
わ
り
、本
当
に

嬉
し
く
思
い
ま
す
。『
南

砺
に
住
ん
で
良
か
っ
た
』

と
誰
も
が
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、市
民

が
一
丸
と
な
っ
て
総
力

戦
で
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ

し
、約
一
カ
月
に
わ
た
る

子
ど
も
議
員
ら
の
活
動

と
素
晴
ら
し
い
提
言
を

讃
え
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ	

　�市
民
協
働
課�

広
報
係（
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援

セ
ン
タ
ー
内
）
　☎

2
0
3
6
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問
い
合
わ
せ

　交
流
観
光
ま
ち
づ
く
り
課 

交
流
観
光
係（
城
端
庁
舎
） 

☎

2
0
1
9

城
端
線
運
行
開
始
の
10
月
11
日（
日
）一
番
列
車

に
向
か
っ
て
一
緒
に
手
を
振
り
ま
せ
ん
か
！
　
　

申
込
は
不
要
。直
接
集
合
場
所
に
お
集
ま
り
く
だ
さ

い
。集
合
場
所
は
福
野
駅
・
福
光
駅
・
城
端
駅
で
す
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
に
は
、記
念
の
缶
バ
ッ
チ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
！
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。（
缶
バ
ッ
チ
は
限
定
２
，

０
０
０
個
　
福
野
駅
、福
光
駅
、城

端
駅
に
て
お
渡
し
い
た
し
ま
す
）

自宅にいる方や農作業中の方も緑の列車「べるもんた」を
見たら是非、手を振ってください。
※安全には十分に配慮願います。

車内には、南砺の伝統工芸品である
井波彫刻（「五箇山合掌造りとこき
りこ踊り」、「シャクナゲ」、「水芭蕉」
等をモチーフにした８作品）が装飾
されています。また、車窓からの美
しい景色を眺めながら、寿司職人が
握る「ぷち富山湾鮨セット」や地酒
なども楽しむことができます。

城端駅では、べるもんたの
紹介や降車された方のお
出迎えセレモニー（麦屋節
の披露等）を行います。

城
端
線
に
観
光
列
車

「
ベ
ル・モ
ン
タ
ー
ニ
ュ・エ・メ
ー
ル
」登
場
!!

城
端
線
に
観
光
列
車「
ベ
ル・モ
ン
タ
ー
ニ
ュ・エ・メ
ー
ル
」が
走
り
ま
す
！

フ
ラ
ン
ス
語
で「
美
し
い
山
と
海
」と
い
う
意
味
で
愛
称
は「
べ
る
も
ん
た
」。

運
行
日
は
毎
週
土
日
。城
端
線
が
日
曜
日
、氷
見
線
が
土
曜
日
の
運
行
と
な

り
ま
す
。

※ 

城
端
線
は
10
月
11
日（
日
）、氷
見
線
は
10
月
10
日（
土
）が
運
行
開
始

日
と
な
り
ま
す
。

１０月１１日（日）
みんなで一緒にお出迎え
「手を振ろう」

い
よ
い
よ

１０
月
１１
日（
日
）か
ら
運
行
開
始

 

「
べ
る
も
ん
た
」
に

　
　
　

 
手
を
振
ろ
う
！

お手振り
POINT①…………………………

福野駅
集合時間�� 9：30
列車出発�10：06

お手振り
POINT③…………………………

城端駅
集合時間�� 9：50
列車到着�10：19

お手振り
POINT②…………………………

福光駅
集合時間�� 9：40
列車出発�10：12
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平
成
27
年
10
月
以
降
、

　個
人
番
号
が
順
次

　
　
　
　通
知
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
だ
よ
り

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん

　
平
成
27
年
10
月
以
降
、
市
が
発
送
を
委
託
す
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構
か
ら
、
住
民
票
の
世
帯
ご
と
に
簡
易
書
留
で
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

が
通
知
さ
れ
ま
す
。
こ
の
通
知
に
同
封
さ
れ
る
も
の
は
①
通
知
カ
ー
ド
、
②
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
申
請
書
と
返
信
用
封
筒
、
③
説
明
書
の
３
点
で
す
。

　
個
人
番
号
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
使
う
も
の
で
あ
り
、
今
後
様
々
な
手
続
き
で
申

告
や
記
載
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

①
通
知
カ
ー
ド

　
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
と
12
桁

の
個
人
番
号
が
記
載
さ
れ
た
紙
製
の
カ
ー
ド

で
す
。
社
会
保
障
・
税
の
手
続
き
や
、
勤
務

す
る
事
業
所
へ
の
報
告
な
ど
で
個
人
番
号
が

必
要
に
な
る
ほ
か
、
転
入
等
の
手
続
の
際
に

市
役
所
の
窓
口
で
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②�

個
人
番
号
カ
ー
ド
の

　
申
請
書
と
返
信
用
封
筒

　
平
成
28
年
1
月
以
降
に
交
付
す
る
個
人

番
号
カ
ー
ド
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
こ
の

申
請
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
個
人
番

号
カ
ー
ド
の
詳
細
は
広
報
12
月
号
に
掲
載

す
る
予
定
で
す
）

③
説
明
書

　
通
知
カ
ー
ド
の
詳
細
や
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
申
請
方
法
等
に
つ
い
て
記
載
し
た
も

の
で
す
。

 

法
人
に
は
法
人
番
号
が

 

通
知
さ
れ
ま
す
。

　
各
種
申
請
手
続
き
を
簡
素
化
し
て
申
請

者
の
事
務
負
担
を
軽
減
す
る
ほ
か
、
行
政

運
営
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
平
成
27
年

10
月
か
ら
、
株
式
会
社
等
に
は
1
法
人
1

つ
13
桁
の
法
人
番
号
が
指
定
さ
れ
、
登
記

上
の
所
在
地
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
異
な
り
、
法
人
番
号

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
自
由
な

利
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
間
に

よ
る
利
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
と
住
基
カ
ー
ド
の

同
時
所
持
は
で
き
ま
せ
ん
。発
行
済
み
の

住
基
カ
ー
ド
は
券
面
に
記
載
さ
れ
た
期

限
ま
で
有
効
で
す
の
で
、平
成
28
年
以
降

も
引
き
続
き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
平
成
27
年
中
に
有
効
期
限
が
満
了
す
る

住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
で
、住
基
カ
ー

ド
を
印
鑑
登
録
証
と
し
て
ご
使
用
の
場
合
、

当
面
印
鑑
証
明
書
が
必
要
な
け
れ
ば
、住
基

カ
ー
ド
を
更
新
せ
ず
、個
人
番
号
カ
ー
ド
を

申
請
し
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

vol.3

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

･
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
0
5
7
0
-2
0
-0
1
7
8【
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
】

　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時
30
分（
土
日
祝
日
･
年
末
年
始
を
除
く
）

　
※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
に
は
通
話
料
が
か
か
り
ま
す

･
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
内
閣
官
房
）

　http://w
w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.htm

l

問
い
合
わ
せ	

住
民
生
活
課 
戸
籍
住
民
係（
井
波
庁
舎
）

　☎

2
0
0
8

【
通
知
カ
ー
ド
と
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
の
イ
メ
ー
ジ
】
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問い合わせ 　こども課 保育園係（井波庁舎）　☎㉓2010 または 各保育園

 ☀ 入園できる基準  

〔保　�育　園〕　保育が必要なお子さんで、保護者が①月48時
間以上の就労、②妊娠・出産、③病気や心身障がい、④同居
または長期入院等をされている親族の介護、などの理由に
より家庭で保育ができない状況にあること。

〔認定�こども園〕　上記のほか、3歳以上であれば保護者の就労状
況等に関わらず教育・保育を受けられます。

 ☀ 申込に必要なもの  
　支給認定申請書、各種証明書（就労証明書、農業従事申立書、
自家営業就業申立書、病弱介護等証明書など）
※�申請書等は各保育園にて10月１日から配布するほか、市ホーム
ページからもダウンロードできます。

 ☀ 入園の決定  � 入園の可否を平成２８年２月上旬に通知します。
� ※申し込み状況などにより利用調整をさせていただくことがあります。

園　　　名 定員 受付日 所在地 電話番号
特別保育

乳児 延長 休日 病後児 一時預かり

公
立

城端さくら保育園 295 11月2日（月）･4日（水） 理休240 62-7300

3ヶ月
から

○ ○ ○ ○
平みどり保育園 40 11月4日（水） 下梨2580 66-2350 ○
上平保育園 30 11月4日（水） 東赤尾10 67-3651 ○
利賀ささゆり保育園 20 10月30日（金） 利賀村坂上33 68-2242 ○
認定こども園�
井波にじいろ保育園

230�
（20）

10月27日（火）
山見2000-14 82-7810 ○ ○ ○ ○

11月5日（木）
山野保育園 65 10月26日（月） 岩屋155 82-1356 ○ ○
井口保育園 40 11月2日（月） 井口116 64-2150 ○ ○

福野ひまわり保育園 220

11月2日（月）��午前��0歳児��
� 午後��2歳児

百町101-1 22-8225 ○ ○ ○ ○
11月4日（水）��午前��1歳児�
� 午後��3歳以上児

福野おひさま保育園 220

11月5日（木）��午前��0歳児��
� 午後��2歳児

柴田屋209 22-8720 ○ ○ ○
11月6日（金）��午前��1歳児�
� 午後��3歳以上児

福光どんぐり保育園 220 10月27日（火）･28日（水） 福光381-1 52-6701 ○ ○ ○ ○
福光南部あおぞら保育園 65 10月29日（木） 小坂694-8 52-7670 ○ ○ ○

福光東部�
かがやき
保育園

統
合
対
象
園

山田保育園
220

10月28日（水）�
�会場:福光庁舎別館�
　　　　3階ホール

大塚60 52-1764
○ ○ ○ ○北山田保育園 宗守458 52-1740

吉江保育園 荒木574 52-0660

私
立

喜志麻保育園 75 11月4日（水）
　受付時間�9:00〜17:00 高宮663 52-4647 生後8週

から ○ ○ ○ ○

認定こども園�
福野青葉幼稚園

60�
（25）

10月1日（木）〜随時�
　受付時間�7:30〜18:30 福野1071 22-2530

1歳から
○ ○

認定こども園�
福光青葉幼稚園

40�
（10）

10月1日（木）〜随時�
　受付時間�7:30〜18:30 荒木1301-1 52-1008 ○ ○

※定員の（　）は内数としての幼稚園部分の定員数です

 ☀ 受付日程と主な保育サービス  

保育園･認定こども園
平成28年度の入園申込み受付がはじまります

 ☀ 申 込 方 法  
　第１希望の保育園の受付日に、母子手帳と申請書等の必要書
類を持参のうえ、お子さんと一緒にお越しください。　

    【受付時間】　午前 9 時～午後 4 時

 ☀ そ の 他   
　・�希望園の受付日に都合がつかない方は、事前に保育園まで
ご連絡ください。

　・�産休や育休明けなどで年度途中の入園を希望される方も
必ず下記の期間に手続きをしてください。

　・�ご質問等は、入園希望の保育園へ
お問い合わせください。

　・�他市町村の保育所・認定こども園等
への入所については、こども課へお
問い合わせください。
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8
月
12
日
（
水
）
、福
光

庁
舎
に
お
い
て（
仮
称
）
福

光
東
部
統
合
保
育
園
名
称

選
考
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

2
3
9
点
の
応
募
の
中
か

ら
、保
育
園
は
「
南
砺
市
立�

福
光
東
部
か
が
や
き
保
育

園
」
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
は「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー�

ほ
ほ
え
み
」に
決
定
し
ま

し
た
。

　
「
か
が
や
き
」
は
、応
募

数
も
多
く
、選
考
委
員
か

ら
も
多
く
の
支
持
を
得
ま

し
た
。子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

が
、様
々
な
経
験
を
通
し
て
光
り
輝
い
て
欲
し
い
と
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、北
陸
新
幹
線「
か
が
や
き
号
」が
今
春
開
通

し
た
こ
と
も
あ
り
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、誰
も
が
親
し
み

を
持
て
る
名
称
と
な
り
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の「
ほ
ほ
え
み
」は
、子
ど
も
た
ち
は
も
ち

ろ
ん
、い
つ
も
み
ん
な
が
微
笑
ん
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
と
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
な
お
、同
保
育
園
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
現
在
建
設
中
で
、

来
年
4
月
に
開
園
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　
こ
ど
も
課 

保
育
園
係（
井
波
庁
舎
）　
☎

2
0
1
0

建設現場の様子（9月14日現在）

 
統
合
保
育
園
の
名
称
が

﹁
福
光
東
部
か
が
や
き
保
育
園
﹂

 

に
決
定
！

愛
称
募
集

応
募
期
限
　
10
月
23
日（
金
）

応
募
方
法
　�

応
募
用
紙
、ハ
ガ
キ
、F
A
X
に
て
、ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
ご
応
募
く
だ
さ
い
。応
募
用

紙
は
、商
工
課
と
各
行
政
セ
ン
タ
ー
に
配
置
す
る
ほ
か
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
※�

応
募
用
紙
を
使
用
さ
れ
な
い
場
合
は
、愛
称
と
住
所・氏
名・年
齢・電
話

番
号
を
明
記
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
一
人
一
点
ま
で
）

応
募
先
　�

最
寄
り
の
行
政
セ
ン
タ
ー
、商
工
課
ま
で

来
春
オ
ー
プ
ン
予
定
！

ク
リ
エ
イ
タ
ー
プ
ラ
ザ
の

　
　愛
称
と
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

入
居
者
募
集

　
北
陸・中
部
エ
リ
ア
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
創
造
活

動
拠
点
と
し
て
、様
々
な
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
集
い
、創

造
力
と
発
信
力
を
発
揮
し
て「
新
し
い
未
来・技
術・

体
験
創
造
」を
引
き
出
せ
る
場
と
し
て
期
待
さ
れ
る

ク
リ
エ
イ
タ
ー
プ
ラ
ザ
へ
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
期
間
　
10
月
1
日（
木
）～
12
月
10
日（
木
）

所
在
地
　�

南
砺
市
立
野
原
東
1
5
1
4
番
地
18

（
桜
ヶ
池
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
内
）

募
集
入
居
部
屋
等

〔
A
棟
2
階
〕

　
オ
フ
ィ
ス
A
1（
52
㎡
）�

月
額
4
7
，0
0
0
円

　
オ
フ
ィ
ス
A
2（
33
㎡
）�

月
額
2
9
，0
0
0
円

　
オ
フ
ィ
ス
A
3（
37
㎡
）�

月
額
3
4
，0
0
0
円

　
オ
フ
ィ
ス
A
4（
55
㎡
）�
月
額
5
1
，0
0
0
円

　
オ
フ
ィ
ス
A
5（
24
㎡
）�
月
額
2
2
，0
0
0
円

　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス�

月
額
5
，0
0
0
円（
18�
名
分
）

〔
B
棟
1
階
〕

　
ア
ト
リ
エ
ス
ペ
ー
ス（
44
㎡
）

�

月
額
4
3
，0
0
0
円

〔
B
棟
2
階
〕

　
オ
フ
ィ
ス
B
1（
23
㎡
）�

月
額
2
1
，0
0
0
円

　
オ
フ
ィ
ス
B
2（
23
㎡
）�

月
額
2
1
，0
0
0
円

入
居
資
格

　・ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
る
方

　・�入
居
申
請
時
に
具
体
的
な
事
業
プ
ラ
ン
を
お
持

ち
の
方

　・�年
1
回
以
上
、作
品
等
を
通
じ
て
市
の
情
報
発

信
等
に
貢
献
し
て
い
た
だ
け
る
方

応
募
方
法

　
郵
送
、F
A
X
、E
メ
ー
ル
に
て
申
請
書
を
提
出

く
だ
さ
い
。

※�

入
居
者
募
集
要
項・提
出
書
類・添
付
書
類
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
及
び
問
い
合
わ
せ

　
商
工
課 

商
工
係（
城
端
庁
舎
）　
☎

2
0
1
8
　


2
1
1
2

　E-m
ail shokoka@

city.nanto.lg.jp
　
〒
９
３
９‒

１
８
９
２
　
富
山
県
南
砺
市
城
端
１
０
４
６
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39
歳
以
下
の
健
康
診
査
が

始
ま
り
ま
す
！
　

　
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
は
、性
交
渉
に
よ
っ
て
感
染
す
る「
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
H
P
V
）」で
す
。予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、子
宮
頸
が
ん

の
原
因
の
50
～
70
％
を
占
め
る
ウ
イ
ル
ス
の
2
つ
の
タ
イ
プ（
16
型
と

18
型
）に
感
染
す
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
も
多
く

の
場
合
は
自
己
免
疫
力
に
よ
り
自
然
に
排
除
さ
れ
ま
す
が
、感
染
が
持

続
し
て
、数
年
か
ら
十
数
年
の
の
ち
に
細
胞
に
異
常
が
生
じ（
前
が
ん

状
態
）、さ
ら
に
そ
の
一
部
が
が
ん
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
副
反
応
】

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
主
な
副
反
応
は
、発
熱

や
接
種
部
位
の
痛
み
や
腫
れ
で
、通
常
数
日
程
度
で
治
り
ま
す
。ほ
か

に
接
種
部
位
の
か
ゆ
み
や
出
血
、不
快
感
、疲
労
感
、頭
痛
、腹
痛
、筋
肉

や
関
節
の
痛
み
、じ
ん
ま
し
ん
、め
ま
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。ま
れ（
約

1
0
0
万
人
に
1
人
の
割
合
）で
す
が
、持
続
的
な
痛
み
を
訴
え
る
重

い
副
反
応
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、接
種
と
の
因
果
関
係
を
問
わ
ず
、報

告
を
集
め
、専
門
家
が
分
析
評
価
を
続
け
て
い
ま
す
。

【
他
の
国
で
は
】

　
2
0
0
9
年
に
世
界
保
健
機
関（
W
H
O
）が
接
種
を
推
奨
し
、日
本

で
は
平
成
25
年
度
か
ら
定
期
接
種
と
な
り
ま
し
た
。先
進
各
国
に
お
い

て
、公
的
接
種
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
6
月
、厚
生
労
働
省
か
ら
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
な
接
種
勧
奨
を

差
し
控
え
る
よ
う
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
に
基
づ
き
市
で
は
、中
学
1
年
生
の
年
齢
に
あ

た
る
女
子
生
徒
へ
の
個
別
通
知
に
よ
る
積
極
的
な
接
種
勧
奨
を
差
し
控
え
て
お
り
ま
す
が
、定

期
予
防
接
種
そ
の
も
の
を
中
止
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
度
、小
学
6
年
生
か
ら
高
校
1
年
生
の
年
齢
に
あ
た
る
女
子
生
徒
の
保
護
者
の
方
は
、ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
及

び
安
全
性（
接
種
に
よ
る
副
反
応
等
）に
つ
い
て
十
分
に
ご
理
解
さ
れ
た
上
で
、接
種
に
つ
い
て
判
断
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　�

市
内
に
住
所
が
あ
る
19
～
39
歳
の
方

で
、
職
場
等
で
受
診
機
会
の
な
い
方

▼
持
ち
物

　
・
受
診
券
（
ハ
ガ
キ
）

　
　
※�

発
送
対
象
者
：�

国
保
ま
た
は
社
保
被
扶
養
者
と
思

わ
れ
る
30
～
39
歳
の
方

　
　
※�

受
診
券
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
対
象
者
の
方
は
当

日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
受
診
券
は
会
場

で
発
行
し
ま
す
）

　
・
個
人
負
担
金
　
1
，0
0
0
円

　
・
健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

問
い
合
わ
せ

　
健
康
課 

保
健
係（
井
波
庁
舎
）　
☎

2
0
2
7

★�

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
及
び
安
全
性
等
に
関
す
る
情
報

は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

★�

今
年
度
、小
学
6
年
生
か
ら
中
学
2
年
生
の
対
象

者
へ
は
、予
診
票
を
送
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
。接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、予
診
票
を
発
行
し
ま
す
の

で
、福
光
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

★�
今
後
、国
の
方
針
が
示
さ
れ
次
第
、広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

★�

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
し
て
い
る
市
内
医
療
機
関

に
つ
い
て
は
、福
光
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、1
0
0
種
類
以

上
あ
る
全
て
の
タ
イ
プ
の
H
P
V
感
染
を
予
防
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。接
種
さ
れ
た
方
も
、20
歳
に

な
っ
た
ら
定
期
的
に『
子
宮
頸
が
ん
検
診
』を
受
け
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　
福
光
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎

1
7
6
7

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

【集団健診】　※どちらの会場でも受診可能です。
日　　程 受付時間 場　　所 住　所

10月 5日（月） 13:30～　
15:30 福光保健

センター
〒939-1732
南砺市荒木
 1528

10月 9日（金）

10月25日（日） 9:00～　
11:00

10月28日（水） 14:00～　
16:00 南砺家庭･

地域医療
センター

（健診会場）

〒939-1518
南砺市松原
 577

11月11日（水）

11月14日（土） 9:00～　
11:00

注意：空腹（食後10時間以上）での受診をお勧めします。
　　　�午後からの健診の場合は昼食をとらずに受診ください。

（薬、水･お茶は差し支えありません）
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問い合わせ 　エコビレッジ推進課（福野庁舎）　☎2050

4つの柱
　空き家､移住･定住対策担当の井上です。南砺市に移住して､はや半
年が経過し､生活も落ち着いてきました。協力隊としての方向性も定ま
ってきたところです。今年の柱は4つ。①空き家対策…南砺市の空き家
調査を開始します。現在の空き家の実態を把握し､空き家の利活用を含
めた今後の展開をしていく上で重要な基礎の部分です。地元西太美地
域から始めます。②移住･定住対策…移住セミナー､体験ツアーに積極
的に参加し､南砺市をPRします。移住経験を伝えることで南砺市を身
近に感じてもらえるよう精一杯努めます。③地域交流…現在不定期で
はありますが､前職の経験を活かした料理教室を行なっています。地域
住民の交流の場になればと思っています。各自治振興会等のイベント等
でご興味あればご連絡ください！④ブログ発信…引き続き､ブログ「南
砺で“子育て”はじめました｡」にて､南砺ライフを発信していきます。
これからもよろしくお願いいたします！

芸術文化創造都市　なんと
　今年の夏は暑かった。気温も暑かったがお盆明けからの世界的文化行事が
市民の心を熱くした。｢世界的｣と書いたが､少し説明をしたい。まずは8月18
日から30日まで開催された｢第7回南砺市いなみ国際木彫刻キャンプ｣。4年ご
との開催で24年。招待作家は海外11カ国。続いて21日からの3日間で開催さ
れたワールドミュージックの祭典｢スキヤキ･ミーツ･ザ･ワールド｣は25周年を
迎えた。海外アーティストは10カ国66人。そして､世界で活躍する劇団SCOT

は利賀を拠点として早や40年で劇団創立50年の節目の年。世界25カ国から300人を超える演劇人やメディアを集
めた。今年は3週にわたって鈴木忠志作品6本を上演。若者を中心に1万人の観衆を集めた。
　私も全ての行事に参加した。芸術文化の持つ力､人をつなぐ力は想像を絶する。また､国同士の問題を超えて新た
な友情を育む場でもある。経済中心の社会では歪みも生まれるが､成熟したマチでヒトが生きていく上で文化は欠く
ことができない。素晴らしい｢自然､歴史､文化､芸術､食､ヒト｣が素敵な地域の6大要素。この上に経済があってこそ
誇れる地域と言えるのでは。
　南砺市には､このほかにも五箇山和紙や城端絹織など､文化価値の高いモノが多くある。さらに歴史と文化に育ま
れた寺院やお祭り､民謡など多く繋いでいただいている。これらの価値を更に高めることが南砺の価値を高めること
に繋がるのだ。最近は朝晩めっきり涼しくなって来た。こうして南砺の深い秋を迎える。

田中市長の

エコビレッジ
コラム

エコビレッジ構想の普及啓発活動について
　地域のにぎわいづくりや自然・環境学習の一環として､市内のイベントにて竹箸
づくりワークショップを開催しています。今年の夏も､福光ねつおくり祭りやいなみ
国際木彫刻キャンプなどで､たくさんの方に竹箸づくりを体験してもらいました。

　このように市民の皆さまがエコビレッジについて体感したり､考えたりする機会を増やして
いきたいと考えています。そのためには､イベント時に限らず日常の中でエコビレッジ構想に触
れ合える場所が必要です。そこで｢オピニオンショップ制度｣を創設し､市内飲食店や商店など､
市民が日常的に集まる場所を｢オピニオンショップ｣として認定する取り組みを始めました。オ

ピニオンショップでは､エコビレッジ活動に積極的に取り組むとともに､
エコビレッジ構想に関する意見の収集、情報発信をします。
　民間事業者の施設やネットワークを活用させていただくことで､エコビ
レッジの輪をさらに広げていきます。オピニオンショップの店頭には右記
のシールが貼ってあります。街中で探してみてください。

ブログ発信中! 
URL:http://nantolife.blog.fc2.com/

問
い
合
わ
せ

　

健
康
課 

保
健
係（
井
波
庁
舎
）　
☎

2
0
2
7

問
い
合
わ
せ

　
福
光
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎

1
7
6
7
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　利賀地域の旧スノーバレースキー場を場外離着陸場と
した、県ドクターヘリの機体習熟訓練が実施されました。
上百瀬地内の住民が突然胸痛を発症したという想定で行
われた訓練は滞りなく進行。県西部消防指令センターか
ら基地病院の県立中央病院に通報されてからわずか10
分ほどでヘリが到着。フライトドクターとナースが機敏な
動作で患者の処置を行った後、砺波総合病院への収容を
依頼。到着から20数分という短時間で砺波総合病院に
向けてテイクオフ。30数分のあっという間の習熟訓練に、

大勢の見物客
からは感心の
ため息が漏れ、
救急医療体制
の充実を間近
に体感されま
した。

　今年で開催25回目を迎え、四半世紀にわたる歴史を刻ん
だ市民参加型のワールドミュージックフェスティバル「スキヤ
キ･ミーツ･ザ･ワールド」。心配されていた天候も何とか持ち
直し、3年ぶりに園芸植物園を舞台に行われたオープニン
グステージで熱狂の3日間がスタート！豪華な面子が揃い踏
みの海外アーティスト、スキヤキ･スティール･オーケストラや
トゥーマラッカ、25周年を記念して結成された四半世紀楽
団などの市民楽団、そしてスキヤキ巨大人形隊らによるパ
フォーマンスで大いに盛り上がった各ステージ、市街地を熱
く盛り上げるスキヤキ･パレード、アーティストから直々に指
導を受けるワークショップ、充実内容のフード＆グッズマー
ケットなどなど、多種多彩な
内容で、約12,000人の来場
者が最先端のワールドミュー
ジックを満喫しました。

　「となみ野サマーチャレンジ2015」の参加児童51
名と、イベントを主催したNPO法人PEACEとなみ野ス
タッフの皆さんが、20日（木）の朝、となみ野の散居村
を見渡すことの出来る閑乗寺公園を訪れました。とな
み野の名所旧跡を巡り、仲間やスタッフと協力し、声
を掛け合いながら全行程132kmの完歩を目指す本事
業。閑乗寺で一行を出迎えた田中市長は「かけがえの
ない価値のある思い出になるよう、暑さに負けず、完
歩を目指してください。がんばっていきましょう!」と激
励。元気いっぱいに次の目的地へ向けて歩きだす児
童らをハイタッチで送りだしました。

利賀でドクターヘリ
機体習熟訓練を実施

  8/21金

なんとのひろば

スキヤキ・ミーツ・ザ・
ワールド2015 8/21金〜23日

となみ野サマーチャレンジ2015 8/19水〜23日
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